
Ⅴ－１

鹿児島大学共通教育科目等既修得単位認定規則 

平成16年４月１日 

規 則 第 1 4 3 号 

(趣旨) 

第１条 この規則は、鹿児島大学共通教育科目履修規則(平成16年規則第115号)第11条第４

項の規定に基づき、１年次入学前の既修得単位の認定について必要な事項を定める。 

(申請期間) 

第２条 本学に入学した年度に限り、入学前の既修得単位の認定を願い出ることができる。 

(認定方法) 

第３条 認定方法は、別表第１－１及び別表第１－２のとおりとする。ただし、卒業要件

単位数を超えないものとする。 

(認定の手続) 

第４条 認定を希望する者は、認定願及び成績証明書等を所定の期日までに共通教育セン

ター長に提出しなければならない。 

２ 認定願及び成績証明書等の提出日は、入学年度の４月１日及び共通教育センター長が

定める７月の所定の期日とする。ただし、４月１日が日曜日若しくは土曜日又は国民の

祝日に関する法律(昭和23年法律第178号)に規定する休日(以下この項において「日曜日

等」という。)に当たる場合は、当該日の直後の日曜日等でない日とする。 

３ 単位の認定は、申請者の所属学部で内容の確認を行い、共通教育センター運営委員会

の議を経て共通教育センター長が行う。 

附 則 

この規則は、平成16年４月１日から施行する。 

附 則 

この規則は、平成18年４月１日から施行する。 

附 則 

この規則は、平成20年４月１日から施行する。 

附 則 

この規則は、平成20年４月１日から施行する。 

附 則 

この規則は、平成22年４月１日から施行する。 

附 則 

この規則は、平成24年４月１日から施行する。 

附 則 

この規則は、平成25年４月１日から施行する。 

附 則 

この規則は、平成27年４月１日から施行する。 
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附 則 

この規則は、平成28年４月１日から施行する。 

附 則 

この規則は、平成29年４月１日から施行する。 

別表第１－１(第３条関係) ※別添ファイル参照 

別表第１―２(第３条関係) ※別添ファイル参照 



Ⅴ－１ 

別表第１－１（第３条関係） 

 １年次入学前の既修得単位の認定方法（法文・教育・理・医・歯・工・農・水産学部） 

科
目
枠
組

必修科目 選択必修科目 

初年次教育科目 
グローバル 

教育科目 
日本語・日本事情 

教養教育科目 

教養基礎科目 教養活用科目 

初
年
次
セ
ミ
ナ
ー
Ⅰ

初
年
次
セ
ミ
ナ
ー
Ⅱ

大
学
と
地
域

体
育
・
健
康

情
報
活
用

英
語

異
文
化
理
解

日
本
語

日
本
事
情

人
文
・
社
会
科
学
分
野

自
然
科
学
分
野

統
合
Ⅰ
（
課
題
発
見
）

統
合
Ⅱ
（
課
題
解
決
）理

論
実
習

学部 認 定 方 法 （ 認 定 で き る 上 限 単 位 数 ） 

法
文
学
部

認
定
し
な
い

認
定
し
な
い

認
定
し
な
い

１単位 １単位 ２単位 ４単位 ２単位 ４単位 ４単位 ６単位 ４単位 ２単位 ２単位 

教
育
学
部

認
定
し
な
い

認
定
し
な
い

認
定
し
な
い

１単位 １単位 ２単位 

４単位。 

ただし、英語 I

Ａ、IＢ、ⅡＡ、

ⅡＢに限る。 

２単位 ４単位 

２単位 

６単位 

イ.選択科目について

は、４単位 

ロ.独語、仏語、中国

語又は韓国語につい

ては、２又は３単位修

得している者には、初

級Ⅰの２単位を、４単

位以上修得している

者には、初級Ⅰ・初級

Ⅱの４単位 

４単位 ２単位 ２単位 

理
学
部

認
定
し
な
い

認
定
し
な
い

認
定
し
な
い

１単位 １単位 ２単位 

数理情報科学

科は４単位 

物理科学科及

び地球環境科

学科は６単位 

生命化学科は

８単位 

２単位 ４単位 ４単位 ４単位 ４単位 ４単位 

医
学
部
（
医
学
科
）

認
定
し
な
い

認
定
し
な
い

認
定
し
な
い１単位 １単位 ２単位 ４単位 ２単位 ４単位 ４単位 

４単位 ５単位 ４単位 

※教養基礎科目、教養活用科目を合わせて 

６単位 

医
学
部
（
保
健
学
科
）

認
定
し
な
い

認
定
し
な
い

認
定
し
な
い

１単位 
認定 

しない 
２単位 ４単位 ２単位 ４単位 ４単位 

６単位 

（うち、初修外国語

は独語、仏語、中国

語又は韓国語の 

いずれか 

４単位以内） 

６単位 

（看護学専攻は 

４単位） 

４単位 

※教養基礎科目、教養活用科目を合わせて 

10 単位 

歯
学
部

認
定
し
な
い

認
定
し
な
い

認
定
し
な
い

１単位 １単位 ２単位 ２単位 ２単位 ２単位 ２単位 ２単位 ４単位 ２単位 ２単位 

工
学
部

認
定
し
な
い

認
定
し
な
い

認
定
し
な
い

１単位 １単位 ２単位 ６単位 
２単位 

※備考６ 

４単位 
４単位 

４単位 

※備考６ 

６単位 

※備考６ 

認定 

しない 

認定 

しない 

農
学
部

認
定
し
な
い

認
定
し
な
い

認
定
し
な
い

１単位 １単位 ２単位 ６単位 ２単位 ４単位 ４単位 ４単位 10単位 ４単位 

国
際
食
料
資
源

学
特
別
コ
ー
ス

認
定
し
な
い

認
定
し
な
い

認
定
し
な
い

１単位 １単位 ２単位 ５単位 ２単位 ４単位 ４単位 ４単位 ９単位 ４単位 

水
産
学
部

認
定
し
な
い

認
定
し
な
い

認
定
し
な
い

１単位 １単位 ２単位 ５単位 ２単位 ４単位 ４単位 ４単位 11単位 ４単位 

備考 

１ 本学以外において修得した単位を、共通教育科目の既修得単位として認定する場合は、30単位（歯学部にあっては 18単位）を超えることはできない。 
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２ 本学において修得した共通教育の単位を、共通教育科目の既修得単位として認定する場合は、各学部の判断で、上記表に掲げる認定単位数を超えて認めることができる。 

３ 本学において修得した共通教育の単位を、共通教育科目の既修得単位として認定する場合は、上記表に掲げる認定しない科目を認めることができる。 

４ 教育職員免許状取得のために科目名(日本国憲法、体育・健康科学理論、体育・健康科学実習、英語ⅠA、英語ⅡA、英語ⅠB、英語ⅡB、初級独語Ⅰ、初級独語Ⅱ、初級仏語Ⅰ、初級仏

語Ⅱ、初級中国語Ⅰ、初級中国語Ⅱ、初級韓国語Ⅰ、初級韓国語Ⅱ及び情報活用)を特定する必要がある場合又は卒業要件を満たすために科目名を特定する必要がある場合を除き、科目

名は特定しない。 

５ 卒業要件外科目（学芸員資格科目）の単位認定は行わない。 

６ 工学部については、異文化理解、人文社会科学分野（選択科目）及び自然科学分野は表中の単位数を上限とし、合わせて 10単位までを既修得単位として認定する。 

別表第１－２（第３条関係） 

 １年次入学前の既修得単位の認定方法（共同獣医学部） 

一般教養教育科目 初期教育科目 外国語科目 体育・健康科目 

６単位以内 

（必修科目を除く。） 
認定しない 認定しない 体育・健康理論、体育・健康実習それぞれ１単位 

備考 

１ 本学以外において修得した単位を、共通教育科目の既修得単位として認定する場合は、８単位を超えることはできない。 

２ 本学において修得した単位を、共通教育科目の既修得単位として認定する場合は、学部の判断で、上記表に掲げる認定単位数を超えて認めることができる。 

３ 本学において修得した共通教育の単位を、共通教育科目の既修得単位として認定する場合は、上記表に掲げる認定しない科目を認めることができる。 

４ 卒業要件を満たすために科目名を特定する必要がある場合を除き、科目名は特定しない。 

５ 卒業要件外科目（学芸員資格科目）の単位認定は行わない。
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鹿児島大学共通教育科目既修得単位認定実施要領 

平 成 29年 ４ 月 １ 日 

共通教育センター長裁定

 この要領は、鹿児島大学共通教育科目既修得単位認定規則(平成16年規則第143号。以下

「規則」という。)に定めるもののほか、既修得単位の単位認定手続き及び単位認定の方法

について必要な事項を定める。 

 (申 請) 

１ 既修得単位の認定を希望する者は、既修得単位認定願及び成績証明書等を共通教育セ

ンター(共通教育係)に提出する。 

 (単位認定手続) 

２ 単位認定手続は、次のとおり行うものとする。 

(1)  当該申請者が所属する学部 の担当教員(以下「担当教員」という。)は、規則に基

づき、当該申請者の所属学部で面接等を行い、提出書類等により単位認定原案を作成

する。ただし、日本語・日本事情科目については、日本語・日本事情科目分科会で単

位認定原案を作成する。 

 (2) 担当教員は、単位認定原案作成にあたって疑義が生じた場合は、鹿児島大学共通教

育センター運営委員会規則(平成29年総機第４号)に基づき構成された各科目分科会

に助言を求めることができる。 

 (単位認定の方法) 

３ 単位の認定は、次により行う。 

(1) 認定を希望する授業科目の単位数の確認は、前在学大学等の成績証明書で行い、鹿

児島大学学則(規則第86号)の第40条に規定された単位の計算方法の基準を満たすも

のとする。 

(2) 認定を希望する授業科目名及び科目枠組は、前在学大学等の授業科目のシラバス等

と本学のシラバス等を照らし合わせ、授業概要等が一致するものとする。 

(通 知) 

４ 既修得単位認定の結果は、共通教育センター長から申請者に通知するとともに、申請

者の所属する学部長へ報告する。 

附 則 

１ この要領は、平成 29年４月１日から実施する。 

２ 鹿児島大学共通教育科目既修得単位認定実施要領（平成17年1月27日制定）は、廃止す

る。 
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鹿児島大学共通教育グローバル教育科目群及び教養基礎科目群における 

技能審査合格者等の単位認定規則 

平成16年４月１日 

規則第144号 

(趣旨) 

第１条 この規則は、鹿児島大学共通教育科目等履修規則(平成16年規則第115号)第12条第

４項の規定に基づき、技能審査合格者等の単位認定について必要な事項を定める。 

(認定基準) 

第２条 単位が認定できる技能審査等及び与える単位数は、次のとおりとする。 

言語 技能審査等の名称 級位又は得点 認定単位 

英語 実用英語技能検定 a．準１級、１級 ４単位以内(英語IA･ⅡA･IB･

ⅡB) 

b．２級 ２単位以内(英語IA･ⅡA･IB･

ⅡB) 

TOEIC 

(IPテストを含む) 

a．630点以上 ４単位以内(英語IA･ⅡA･IB･

ⅡB) 

b．530点以上630点未満 ２単位以内(英語IA･ⅡA･IB･

ⅡB) 

TOEFL(PBT) a．520点以上 ４単位以内(英語IA･ⅡA･IB･

ⅡB) 

b．480点以上520点未満 ２単位以内(英語IA･ⅡA･IB･

ⅡB) 

TOEFL(iBT) a．68点以上 ４単位以内(英語IA･ⅡA･IB･

ⅡB) 

b．54点以上68点未満 ２単位以内(英語IA･ⅡA･IB･

ⅡB) 

独語 ドイツ語技能検定試験 a．３級から１級 ４単位(初級独語Ⅰ・Ⅱ) 

b．４級 ２単位(初級独語Ⅰ) 

ゲーテ・インスティトゥー

ト検定試験 

a．SD２(A2)からGDS(C2) ４単位(初級独語Ⅰ・Ⅱ) 

b．SD１(A1) ２単位(初級独語Ⅰ) 

オーストリア政府公認ドイ

ツ語能力検定試験 

a．GD２(A2)からWD(C2) ４単位(初級独語Ⅰ・Ⅱ) 

b．GD１(A1) ２単位(初級独語Ⅰ) 

テスト・ダフ(TestDaF) a．TDN３(B2)からTDN５(C2)４単位(初級独語Ⅰ・Ⅱ) 

仏語 実用フランス語技能検定試

験 

a．４級から１級 ４単位(初級仏語Ⅰ・Ⅱ) 

b．５級 ２単位(初級仏語Ⅰ) 
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フランス国民教育省・フラ

ンス語学力テスト(TCF) 

a．A２、B１、B２、C１、C

２ 

４単位(初級仏語Ⅰ・Ⅱ) 

b．A１ ２単位(初級仏語Ⅰ) 

フランス国民教育省・フラ

ンス語学力資格試験(DELF

／DALF) 

a．A２、B１、B２、C１、C

２ 

４単位(初級仏語Ⅰ・Ⅱ) 

b．A１ ２単位(初級仏語Ⅰ) 

中国語中国語検定試験 a．４級から１級 ４単位(初級中国語Ⅰ・Ⅱ) 

b．準４級 ２単位(初級中国語Ⅰ) 

漢語水平考試(HSK) a．２級から６級 ４単位(初級中国語Ⅰ・Ⅱ) 

b．１級 ２単位(初級中国語Ⅰ) 

韓国語ハングル能力検定試験 a．４級から１級 ４単位(初級韓国語Ⅰ・Ⅱ) 

b．５級 ２単位(初級韓国語Ⅰ) 

韓国語能力試験 a．２級から６級 ４単位(初級韓国語Ⅰ・Ⅱ) 

b．１級 ２単位(初級韓国語Ⅰ) 

※ 級位又は得点欄に付されている記号(a．b．)は、同じ記号であれば級位又は得点が同一

であるとみなす。 

※ 独語、仏語、中国語、韓国語の級位又は得点にaが付されているものは、２単位申請も

可能である。 

(申請) 

第３条 単位の認定を受けようとする者は、所定の申請書に検定試験合格証書等の必要書類

を添えて共通教育センター長に提出しなければならない。 

２ 申請できる単位数は、既修語・初修語それぞれ最大４単位までとする。 

３ 申請は、各言語において同一の級位又は得点について１回限りとする。 

４ 技能審査の資格又は成績は、申請期間の開始日において資格取得等の日から２年を経過

しないものを有効とする。 

５ 実用英語技能検定、TOEIC若しくはTOEFLで得た資格又は成績を同時に複数利用すること

はできない。 

６ 申請期間は、原則として前期は４月１日から４月20日まで、後期は10月１日から10月20

日までとする。 

(単位認定) 

第４条 単位の認定は、外国語科目分科会の議を経て共通教育センター運営委員会で行う。 

２ 単位を認定された者の成績は「認定」とする。 

３ 認定の結果は、通知する。 

附 則 

この規則は、平成16年４月１日から施行する。 
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附 則 

この規則は、平成17年４月１日から施行する。 

附 則 

この規則は、平成19年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この規則は、平成23年４月１日から施行する。 

２ この規則の施行日の前日において在学する学生は、改正後の第３条第４項の規定にかか

わらず、なお従前の例による。 

附 則 

１ この規則は、平成25年４月１日から施行する。 

２ この規則の施行日の前日において在学する学生に対しては、改正後の規則にかかわらず、

なお従前の例による。 

附 則 

１ この規則は、平成26年４月１日から施行する。 

２ この規則の施行日の前日において在学する学生については、改正後の第２条及び第３条

第３項の規定に関わらず、なお従前の例による。 

附 則 

１ この規則は、平成28年４月１日から施行する。 

２ この規則の施行日の前日において在学する学生については、改正後の第２条の規定にか

かわらず、なお従前の例による。 

附 則 

この規則は、平成29年４月１日から施行する。 


